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〜地域の皆様とともに〜

立科中学校創立60周年記念式典のご案内

　立科中学校は地域の皆様に見守られながら大勢の卒業生を輩出、地域の役割を担い、この度昭和33年創立
以来60周年を迎えました。
　60周年という大切な節目に、PTA、OB会員による実行委員会の立ち上げ、記念事業に取り組んできました。
これまで、学校・家庭・地域が連携して子どもたちの健やかな成長のため、よりよい環境づくりのために手
を携えてまいりました。この佳節をともに喜び合い、新たな一歩を踏み出すため、次の通り60周年記念式典
を開催いたします。大勢の町民の皆様のご参加をお待ちしています。

●日　時　９月22日㈯　午後０時25分〜（第42回蓼秋祭２日目の午後）

●場　所　立科中学校体育館（上履きをご持参ください）
●【第１部】　式　典　　　　　午後０時35分〜１時05分
　　　　　　60周年式典　【新校旗・表札のお披露目】
　【第２部】　合唱コンクール　午後１時15分　〜　午後２時35分
●お問合せ先　立科中学校事務局　電話 56−1076（有線 2250）

第42回  蓼秋祭のご案内
9月21日㈮・22日㈯　開催

テーマ「Share moments　
〜最高の一瞬を共有しよう〜」

　創立60周年を迎え、今後も続く歴史の1ページと
するべくテーマを決めました。伝統を受け継ぎ、更
に発展した蓼秋祭になるよう頑張りたいです。多く
の方に来校いただけたら幸いです。
　生徒会企画では、寺島舞さん（アナウンサー）の
講演会もあります。９月22日㈯午前10時40分から。
皆さんのお越をお待ちしています。

立科中学校生徒会

創立60周年
記念講演会

テレビ・ラジオで活躍
松山三四六さんが
立科中学校にやってくる！

（歌手・タレント・柔道家）

●日　時　10月11日㈭
　　　　　午後2時15分から
●場　所　立科中学校体育館
●入場無料
●共　催　立科町青少年問題協議会
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財政係立科町による
「社会福祉法人ハートフルケアたてしな」への
財政的支援について

vol.1

　立科町では、社会福祉法人ハートフルケアたてしな（以下「ハートフル」という。）に対して、財政的支援
をしています。
　ハートフルは、平成25年4月に設立され、それまで立科町が運営していた特別養護老人ホーム「徳花苑」、デ
イサービスセンター、ヘルパーステーション、居宅介護支援事業所、グループホーム等の運営を行っています。
　また、ハートフルは、立科町大字芦田の町地区（ツルヤ立科店東側）に新施設の建設等を行い、平成28年4
月から、新施設に移転して事業運営を行っています（一部従前の施設でも事業運営）。
　今回、ハートフルから立科町に対して、平成29年度の決算報告書が示されましたが、ハートフルの赤字決算が続
いていること等から、国の「第三セクター等の経営健全化等に関する指針」に準じ、立科町のハートフルへの財政
的支援について、町民の皆様へお知らせします。

１　ハートフルの経営状況等
　ハートフルの経営状況等については、ハートフルのホームページで決算報告書等が公表されていますので、
ご確認ください。

２　立科町による財政的支援の概要
⑴ 財政的支援
　立科町によるハートフルへの財政的支援については、次のとおり行っています。

⑵ 損失補償
　ハートフルは、金融機関から事業資金の借入をしていますが、借入金の返済ができなくなった場合、その元
金及び利息を立科町が返済することになります。
　なお、平成29年度末のハートフル事業資金借入金（元金）残高は、18億4,097万5千円です。

３　立科町の取り組み
⑴ これまでの取り組み
　立科町では、ハートフルと事業推進協議会を開催し、ハートフルの運営方針、事業、予算、財産、地域貢献
事業等について協議を行ってきました。

⑵ 今後の取り組み
　立科町に将来的な財政的負担が生じないよう、ハートフルの事業の公共性、公益性、採算性、将来見通し等
についての把握等に努めてまいります。
　なお、今後も継続して、町民の皆様へ情報公開してまいります。

４　社会福祉法人制度の改革推進
　国では、平成29年度から社会福祉法等の一部を改正し、福祉サービスの供給体制の整備及び充実を図るため、
社会福祉法人制度の改革を推進しています。具体的には、社会福祉法人の経営ガバナンスの強化、事業運営の
透明性の向上、財務規律の強化、地域における公益的な取組を実施する責務等であります。
　ハートフルには、社会福祉法等に基づき、経営改善等を推進していただくことを望むものであります。

年度
立科町

財政的支援内容 立科町会計名称（財政的支援）
損失補償 補助金交付

24 2億円 事業費等（運転資金） 立科町ハートフルケアたてしな事業会計

25
14億円 新施設建設費等

立科町一般会計
1億円 新施設土地・造成費

26
5億円

新施設建設費等 立科町一般会計
2億円

合計 19億円 5億円
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９月 ４日㈫　本会議（提案説明）	
　　 ５日㈬　本会議（提案説明）	
　　 ６日㈭　本会議（議案質疑・委員会付託）
　　10日㈪　本会議（一般質問）	
　　11日㈫　本会議（一般質問）	
　　12日㈬　社会文教建設常任委員会			 
　　13日㈭　総務経済常任委員会				  
　　14日㈮　決算特別委員会				  
　　18日㈫　決算特別委員会				  
　　20日㈭　本会議（委員長報告・討論・採決）

９月定例会日程 （予定） 議会事務局町議会９月定例会の
お知らせ

環境保健係

　立科町では生ごみ処理機等の購入に対し次表の補助制度があります。生ごみの資源化・減量化として、是非、
ご活用ください。
　平成29年度の立科町の可燃ごみの総量は、1,665.１tと、平成32年12月稼働予定の新クリーンセンターへの搬
入目標計画値1,471tを大きく上回っております。施設の運営費等は、可燃ごみの投入量で左右されることから、
ごみの減量化に積極的な協力をお願いします。

　その他、町では「ダンボールコンポスト」による生ごみの堆肥化を推進しています。ご家庭にあるダンボー
ルで簡単に生ごみを堆肥化できます。資材提供もしていますので、是非ご活用ください。詳しくは、環境保健係
までお問い合わせください。

補助事業名 内　　容 補助金限度額 補助率

生ごみ処理機器等
購入費補助金

電動：一般家庭用と認められる機種
コンポスト：容量300ℓ以下のもの
※５年以上経過し、使用不可能な場合、再度申請が可能。

６万円
（１世帯１基１回）

２／３以内

生ごみ処理機等購入費補助金の活用について
～可燃ごみの資源化・減量化～

環境保健係

　10月１日に国保被保険者証が更新となります。９月下旬に新しい保険証を郵送いたしますので、記載内容を
確認の上、新しい保険証で受診してください。
本年の新しい保険証は、一般用がうぐいす色、退職者用がオレンジ色となります。
なお、これまでの保険証（一般用：空色、退職者用：桃色）は９月30日を過ぎると使用できなくなりますので、
間違いのないよう破棄してください。
　また、70歳以上で高齢受給者証（緑色）をお持ちの方は、保険証とあわせて医療機関の窓口にご提示下さい。
　国民健康保険事業は、皆様の保険税にて運営されておりますので、納税にご理解いただき、未納の方は早期
納税にご協力をお願いします。

国保加入者の皆様へお知らせ
国民健康保険被保険者証の更新について
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環境保健係

　７月16日㈪〈海の日〉権現山運動公園 風の
子広場を中心に「たてしな風の子環境フェア
2018」が開催されました。
　今年は「見て、知って、考えよう。環境の
こと、地球のこと。」をテーマに、町内外から
40を超えるエコ推進ブースが出展しました。
　また、記念すべき10周年を迎えた今年は、
特別企画として本道佳子さんをお招きし、『世
界最大級野菜曼荼羅』に挑戦しました。直径
2.7mの大皿の上に盛り付けられた野菜曼荼羅
を見た人たちからは、大きな歓声が上がりま
した。
　さらに、ステージ上では、ドッグトレーニン
グ教室や熱いメッセージが込められた歌など
が披露され、環境フェアを盛り上げてくれま
した。

たてしな風の子
環境フェア2018
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　子宮がんは、子宮頸部（入り口）にできるがんと子宮体部（奥の方）にできるがんに大きく分類されます。
今回実施する検診では、子宮頸がんについて調べます。
　検診内容は問診、内診、視診と、細胞診を行います。細胞診はごく初期の状態のがんを発見することができ
ます。
　近年、20～30代の若い方の発症が増えていますので、ぜひ定期的に婦人科検診を受診してください。すで
にお申込みいただいた方には、８月下旬に問診票等をお送りしますが、これからでも申し込みが可能です。
受診をご希望される方は、環境保健係まで電話でお申し込みください。

会　　場 　老人福祉センター　　 受付時間 　午後１時～１時30分

実施日 対象者・受診間隔 内　容 料　金
10月 １日㈪
10月 ２日㈫
10月17日㈬

20歳以上：２年に１回
（目安として偶数年齢）

子宮頚部の
細胞診等 1,000円

◆次に該当する方は、集団検診ではなく医療機関での受診をお勧めします
　・子宮の全摘手術を受けている方
　・不正出血等の自覚症状がある方や子宮の病気で通院中（経過観察中）の方
　・性交渉の経験のない方
　※生理中でも検査は可能ですが、出血量の多い２～３日目は避けましょう。

環境保健係婦人科（子宮頸がん）検診追加申込受付のお知らせ
～20歳を過ぎたら検診を受けましょう～

お申込み・お問合せ 　環境保健係　電話 88－8407　有線 2311（内線 225）

検診期間中、午後１時30分～３時まで骨密度測定を無料で実施します。

検診を受けない方や男性の測定もOK!!

測定を希望する方は、検診会場（老人福祉センター）へお越しください。

骨密度測定も
ご利用ください！

　献血にかかる時間は、受付から採血後の休憩まで約30分。そのわずかな時間によって、大切な命を救うこと
ができます。皆様のご協力をお願いします。

●日　　時　10月２日㈫　　受付　午後３時～４時
●会　　場　立科町老人福祉センター　機能訓練室
●持 ち 物　‌�献血カード
　　　　　　（無い方は、運転免許証や健康保険証など本人確認のできるもの）
●採血基準　男性　17～69歳　　女性　18～69歳　　体重50kg以上の方

※65歳以上の方は、60歳以降に献血をした経験がある場合に限られます。
※献血時の事前検査（ヘモグロビン等）および問診内容（病気・服薬等）で献血ができない場合があります。

400㎖献血のお知らせ ～あなたの勇気で助かる
命があります～ 環境保健係
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環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

「経過観察」とはどのような状態か
　健診結果に「経過観察」とあるものの、どうしたらよいかわからず、放置してしまったことはありませんか？
　「経過観察」は、基準値を超えており継続して数値を観察する必要があったり、生活習慣を改善しなが
ら経過を見ていく必要がある状態のことです。生活習慣病は自覚症状がなく進行していきます。健診結果
のわずかな変化は生活習慣病の兆候かもしれません。
　どのように観察すればいいのか、どんな生活改善が必要かわからない場合は、医療機関を受診したり保
健師に相談しましょう。「前年と大して変わりないから……」「まだ大丈夫」などと自己判断したり、放置
することで状態が徐々に悪化していく可能性もあります。

受診するタイミング
　体調やなにかしらの自覚症状がある場合は、時期を待たずに受診されることをお勧めします。
　すでに生活習慣の改善に取り組んでいたり、医師などからアドバイスを受けている場合は健診から３カ月
～６ヶ月間期間をあけて受診するのも良いでしょう。

どこに受診するのか
　かかりつけ医がある場合は、まずかかりつけ医に相談しましょう。
　かかりつけ医がない場合は、近くの内科系の医院に相談するのがお勧めです。

確認したいこと
　受診の結果、引き続き経過観察になることもあります。「治療の必要がない」＝「異常なし」ではありません。
◦病気の危険因子がどの程度なのか　◦どんなことに注意しながら過ごせばいいのか
◦どんな自覚症状や兆候に注意したらいいのか等　確認しておくと安心です。

健診を有効に活用するために
　健康診断の目的は、自覚症状がない状態で定期的に健診を受け、①生活習慣を改善し、病気を予防する
（一次予防）　②病気を早期に発見して、治療につなげる（二次予防）ことです。
毎年欠かさず健診を受けて、受け取った結果は必ず目を通し、保管するようにしましょう。
◆検査数値の経年変化をみる
◆リスクが重複していないかをみる
◆検査結果を生活と合わせて振り返る
◆生活習慣改善の目標を立てる
◆「要精密検査」「要治療」の判定は必ず医療機関に受診する
◆「経過観察」の判定は、医療機関への受診や相談をする（放置しない）

健診結果の「経過観察」の判定……どうしていますか？

　

毎
年
９
月
は
食
生
活
改
善
普
及
運
動
と
併
せ

て
、
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
。「
健
康
で
長
生

き
」
す
る
た
め
に
、
日
々
の
生
活
習
慣
や
食
習

慣
な
ど
を
見
直
し
、
生
活
習
慣
病
の
特
性
や
個

人
の
生
活
習
慣
の
改
善
の
重
要
性
に
つ
い
て
考

え
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
践

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
「
健
康
で
長
生
き
」
を
目
指
す
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
に
食
べ
る
か
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
が
、
体
の
た
め
、
病
気
の
予
防
の
た
め
何
を

食
べ
る
か
ば
か
り
を
求
め
す
ぎ
て
は
い
ま
せ
ん

か
？
ま
た
、
食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
ば
か
り

を
求
め
す
ぎ
て
、
栄
養
が
偏
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
人
も
多
い
は
ず
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

 

食
事
を
お
い
し
く
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
る
た
め
の
コ
ツ

●
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
揃
え
る

●
腹
八
分
目
を
心
掛
け
る

●
旬
の
食
材
を
楽
し
む

●
お
腹
が
す
い
た
と
感
じ
る
生
活
習
慣
に
す
る

●�

家
族
と
友
人
と
、
楽
し
く
食
事
を
す
る
機
会

を
増
や
す

環境保健係９
月
は

「
健
康
増
進
普
及
月
間
」
で
す
！

日
頃
の
食
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

みみみみ
んんんん
なななな
でででで

食
育
食
育
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「支え合い自ら輝く地域づくり」を目指して
シリーズ 第 29 弾 高齢者支援係

　７月11日㈬に「立科町地域ケア会議研修会」を開催しました。
　民生児童委員、たてしな“ずく”りの会委員、社協、介護事業所、駐在所の皆さんにご参加いただきました。

「地域ケア会議とは？〜会議の位置づけや会議への関わり方等について〜」と題して、まねきねこ喜多の浦野
千絵さんに講義していただきました。
　立科町の現状もふまえながら、住民が主役の活力ある地域を目指し、住み慣れた地域で誰もが暮らし続け
る為の仕組みづくりについてお話いただきました。
　地域ケア会議は、高齢者の
支援の充実と、それを支える
社会基盤の整備を進めるため
の方法として、個別または地
域の課題に対して、住民と専
門職等が一緒に考える場です。
　平成30年度は、「地域での
見守り」をテーマに地域ケア
会議を開催し、多方面の方に
参加いただきながら、見守り
のネットワークづくりを進め
ていきたいと考えています。

地域包括支援センターです！こち ら 高齢者支援係

地域包括支援センター・高齢者支援係

認知症サポーターになりませんか？
　９月は世界アルツハイマー月間です。町では、この月間にあわせて認知症について正しく理解し、認知
症の人やその家族を見守り、支援するために「認知症サポーター養成講座」を開催します。この講座は、
認知症になっても安心して暮らせるまちを町民の皆さんと一緒につくっていくことを目的に開催します。
大勢の皆様のご参加をお待ちしています。

●対象者　立科町にお住まいの方もしくはお勤めされている方
●日　時　９月27日㈭　午後１時30時～３時
●場　所　中央公民館　大会議室
●講　師　NPO法人やじろべー　中澤純一氏
●申込み　９月３日㈪～９月18日㈫
　　　　　地域包括支援センター　有線 2311　電話 88－8418まで
　　　　　ご連絡ください。
★講座修了後「認知症の人を支援します」という意思を示す目印の「オレンジリング」が渡されます。
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独り暮し高齢者等緊急通報装置費用の補助について
　町では、独り暮しの高齢者及び重度の身体障害者等の事故、急病等の緊急時における状況確認と救急・救
助活動を円滑に進めるため、緊急通報装置を貸与し、設置費用の補助を行っています。急に具合が悪くなっ
た等、もしもの時が心配という方はご利用をご検討していただければと思います。

◦�緊急時に非常ボタンを押すことで
受信センター（株式会社ホームネッ
ト安心）につながり、必要であれ
ば協力員や救急車の出動要請等を
行います（★）

◦�赤外線センサーにて24時間人の動
きが確認できないと受信センター
より利用者や協力者へ安否確認を
行います

高齢者支援係

●対 象 者　　町内に住所を有する以下の方
　　　　　　　①おおむね65歳以上の独り暮し高齢者又は高齢者のみの世帯
　　　　　　　②重度の身体障害者（身体障害者手帳１級およびび２級の者）で独り暮しの方
●補助内容　　町で、緊急通報装置の設置費全額とレンタル料の一部を負担します
●利用者費用　月額500円
●申込み・問合せ先　　町民課　高齢者支援係　電話 88−8406

★

【権現の湯マレットゴルフ大会】
開催のお知らせ

　いつも権現の湯をご利用いただき誠にありがとうございます。
　第12回となります「権現の湯マレットゴルフ大会」を次の日程で開催いたします。
●日　　時　９月７日㈮　午前８時30分～（受付午前８時～）
●場　　所　権現山マレットゴルフ場
●参 加 費　1,000円（昼食弁当・入浴券付）
●申込締切　８月31日㈮
●募集人数　150名（定員になり次第締め切ります。）
　　　　　　（マレットゴルフクラブ会員の皆様は地区役員さんに申込みください。）
　たくさんの景品をご用意し皆様のご参加をお待ちしています。

●お問合せ先　権現の湯　電話 56－0606（有線 4126）

第12回権現の湯
から
お知らせ
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下水道管に流していませんか？

　下水道管のつまりや、ポンプ場・下水処理場の故
障の原因となります。ごみとして捨てましょう。

　油を下水道管に流す
と徐々に固まりつまる
原因になります。また、
油の混ざった水を下水
処理場できれいな水に
もどすのはたいへんで
す。料理で使った油は
新聞紙や古い布にすわ
せて燃えるごみとして
捨てましょう。

　下水道管がつまる原因となります。集めてごみと
して捨てましょう。

　薬品　(ガソリン・灯油等の燃料や農薬・殺虫剤な
ど水質に影響をあたえるもの）は下水道管を溶かす
原因となったり、下水処理場の故障や水質に影響が
出ます。

上下水道係

●お問合せ先　建設課　上下水道係　電話 88−8410

　下水道管に次のような物を流すと、汚水が流れなくなり悪臭の発生や下水道管のつまり、下水処理場の故
障の原因となります。

流してはいけないもの

雑排水を下水道以外に直接流すことで悪臭の原因、地域の環境保全の低下につながり
ます。下水道公共マス設置後まだ接続されていない方は早期の接続をお願いします。

★水に溶けないもの
　（衣類、紙おむつ、
　 ビニール、木片、
　 タバコの吸殻等）

★油　類

★かみの毛

★薬品類

　
し
ば
ら
く
前
の
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
こ
ん
な
文

が
あ
り
ま
し
た
。【
孔
子
は
、
武
城
の
市
長
に

就
い
た
弟
子
の
子し

游ゆ
う

に
尋
ね
た
。「
部
下
に
よ

い
人
を
得
た
か
。」
子
游
は
あ
る
人
物
の
名
を

挙
げ
て
答
え
た
。「
行
く
に
径こ

み
ち
に
由よ

ら
ず
」。

け
っ
し
て
近
道
や
抜
け
道
を
歩
か
ず
正
道
を
歩

む
人
物
だ
、
と
。
私
欲
が
な
く
潔
癖
な
こ
と
も

付
け
加
え
た
。】
論
語
の
一
節
だ
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
通
り
、
第
三
者
委
員
会
に

町
の
不
祥
事
に
つ
い
て
現
在
調
査
を
お
願
い
し
、

こ
の
９
月
に
は
報
告
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
部
下
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
問
題
を
起
こ
し

住
民
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
の
か
。
ま
た
、

町
の
た
め
ひ
い
て
は
住
民
の
方
々
の
た
め
に

行
っ
た
の
か
、
自
分
の
利
益
を
得
る
た
め
に

行
っ
た
の
か
、
職
務
怠
慢
で
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
の
か
、
な
ど
様
々
な
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
当
然
私
自
身
も
監
督
責
任
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
誰
し
も
間
違
い

を
犯
す
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

学
び
二
度
と
過
ち
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
自
ら

を
戒
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
ま
す
。「
行

く
に
径
に
由
ら
ず
」
と
私
自
身
も
自
ら
を
省
み

な
が
ら
公
明
正
大
な
正
道
を
歩
み
、
皆
様
方
よ

り
信
頼
さ
れ
認
め
ら
れ
る
部
下
を
育
て
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
㉝

米
村
匡
人
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農業者年金とは 　�　農業者年金は、国民年金の第１号被保険者である農業者が、より豊かな老後を過ごせるよう

に国民年金に上乗せした公的な年金制度です。

加入できる人 　�　国民年金の第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）で、年間60日以上農業に従事する60

歳未満の方はだれでも加入できます。
　　　　　　　　　　　農地を持っていない農業者や、配偶者や後継者などの家族従事者も加入できます。

保険料の額 　月額２万円から６万７千円までの間で千円単位で自由に選択できます。

80歳までの保証付き
�　年金は生涯支給され、仮に加入者・受給者が80歳前に亡くなった場合でも、80歳で受け取れるはずであった農業者老
齢年金の現在価値に相当する額が、死亡一時金として遺族に支給されます。

税制面でのメリットがある
　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の節税につながります。

農業の担い手には保険料の国庫補助がある
　認定農業者で青色申告をしているなど、農業の担い手となる方には、国から最高月額１万円の保険料補助があります。

　詳しくは農業委員会へお問い合わせください。

農林係農林係

安心で豊かな老後を送るために
～農業者年金について～

農業委員
会だより

● 転用許可後の地目変更登記をお忘れなく ●

農家　　の窓

 環境保健係
９月10日～９月16日は自殺予防週間です
～大切な命、みんなで守ろう！支えあおう～

　平成10年以降、自殺者数が３万人を超える深刻な状況が続いたことを受け、我が国で
は自殺対策基本法に基づき、「誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現」を目指し
て地域レベルで様々な取り組みをしています。
　立科町でも、心の健康づくりと自殺予防に関する知識の普及啓発を目的に、ゲー
トキーパーの養成研修会や心の健康を考える学習会等を開催しています。
　全国の自殺者数は、近年減少傾向ですが、いまだ40代～60代の働き盛り世代や10
代～30代の子ども・若者世代の自殺者数が多く危機的な状況に変わりありません。
　自殺の多くは、多様かつ複合的な要因及び背景を有しており、それらの要因が連鎖す
る中で起きます。保健・医療・福祉はもとより、教育現場や労働団体なども巻き込んだ
対策を継続的に展開していく必要があります。
　毎日の生活のなかで、身心の不調や経済的な不安、人間関係のストレス等様々な
悩みはつきものですが、困った時に、誰かに話を聞いてもらうだけで安心感に繋が
ります。苦しい時には一人で抱え込まず、家族や友人、保健師や医療機関等へまず
は相談をしましょう。また、親しい人や子どもの様子がいつもと違う時には、「どう
したの？」と声をかけることも大切です。
　９/10～９/16は自殺予防週間です。大切な命を地域ぐるみで守っていきましょう。
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農林係
秋以降のリンゴ黒星病（ＤＭＩ剤耐性菌）の

発生にご注意ください!!

企画振興係

　総務省統計局では、10月１日現在で住宅・土地統計調査を実施します。 
　この調査は、住生活に関する最も基本的かつ重要な調査で、全国約370万世帯の方々
を対象とした大規模な調査です。
　立科町では、一部地域において調査を実施します。調査期間中、統計調査員が調査書
類を配布いたします。調査の回答は、インターネットでの回答または紙の調査票での回
答をお願いします。

　本年６月に県内において、平成29年秋以降に県外から導入したりんご苗木で、特効薬であるＤＭＩ剤に耐
性を示す黒星病の発生を確認しました。
　黒星病は、りんごの重大な病害で、この耐性菌がまん延すると甚大な被害を及ぼす恐れがあります。
　黒星病は、秋以降再び発生が増加しますので、以下の点に留意してまん延防止に努めてください。
 
①�秋期に雨が多い場合は、黒星病の発生が増加します。10月上旬頃まで耐性菌の発生に考慮した薬剤
防除を行いましょう。
②�園地を定期的に巡回し、黒星病の発生状況を確認しましょう。
③�発病した葉は、翌年の伝染源になります。摘み取って袋等に入れてほ場外に持ち出し、焼却処分し
てください。
④�県外から導入した苗木に発生が見られる場合は、速やかにお近くの農業改良普及センター（電話 
0267−63−3167）または、JA佐久浅間マル横共撰所（電話56−1129、有線7515）までご連絡
ください。
⑤県外から苗木を導入する場合は、健全な苗木であることを確認してください。

●黒星病の病徴

平成30年度住宅・土地統計調査実施について

注意
喚起

13 広報たてしな  2018年９月



　

昨
年
の
「
広
報
た
て
し
な
４
月
号
」
で
、

「
日
本
が
『
魔ま

法ほ
う

の
森
』
に
な
っ
た
時
代
」
と

題だ
い

し
て
、
国
民
的
作
家
、
司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

（
１

９
２
３
〜
１
９
９
６
）
の
、「
こ
れ
か
ら
の
日

本
人
は
、
真ま

心ご
こ
ろを

世
界
の
人
々
に
対
し
て
持
つ

と
と
も
に
、
自
分
自
身
に
対
し
て
も
持
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。」
と
い
う
提
言
を
紹
介
致
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
提
言
を
も
と
に
、
大

人
社
会
で
、
大
人
の
嘆な

げ

か
わ
し
い
出
来
事
が
相あ

い

次つ

い
で
い
る
今こ

ん

日に
ち

、
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
に

何
よ
り
も
強
く
、
切せ

つ

実じ
つ

に
求
め
て
い
る
も
の
は
、

ま
さ
に
大・
人・
の・
真・
心・
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、

と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
読
ま
れ
た
立
科
中
学
校
音
楽
科
の
篠

原
啓
治
先
生
か
ら
、
貴き

重ち
ょ
うな

ご
指し

摘て
き

と
ご
意
見
、

嬉う
れ

し
い
激げ

き

励れ
い

の
言
葉
が
し
た
た
め
ら
れ
た
お
手

紙
と
と
も
に
、
司
馬
遼
太
郎
の
著ち

ょ

書し
ょ

「
二
十
一

世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
」（
世
界
文
化
社
発

行
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
篠
原
先
生
は
、
読
書
に
造ぞ

う

詣け
い

が
深
く
、「
広

報
た
て
し
な
」
の
本
シ
リ
ー
ズ
の
ま
こ
と
に
有あ

り

難が
た

い
読
者
で
す
。
老
生
が
南
佐
久
の
Ａ
中
学
校

に
初
任
教
師
と
し
て
赴ふ

任に
ん

し
た
年
度
の
新
入
生

と
い
う
縁え

に
しも

あ
り
、
折
に
触ふ

れ
て
、
正せ

い

鵠こ
く

を
射い

た
鋭す

る
どい

読
後
感
を
寄よ

せ
て
は
、
中
学
時
代
の
国

語
科
担
当
教
師
の
背
中
を
押
し
、
教
育
相
談
活

動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。 

　
教き

ょ
う

職し
ょ
くに
就つ

か
れ
た
こ
と
は
風
の
便た

よ

り
に
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
４
年
前
、
半
世
紀
に
垂な

ん
なん
と

す
る
時と

き

を
超こ

え
て
、
か
つ
て
の
、
あ
ど
け
な
く

も
聡そ

う

明め
い

な
中
学
生
と
立
科
中
学
校
で
再さ

い

会か
い

し
、

折
々
、
立
中
の
廊
下
や
階
段
な
ど
で
Ａ
中
学
校

の
往お

う

時じ

を
懐な

つ

か
し
く
語
り
合
っ
て
い
る
次し

第だ
い

で

す
。

　
再
会
し
て
間
も
な
く
、
篠
原
先
生
が
音
楽
科

の
教
師
に
な
っ
た
動ど

う

機き

を
尋た

ず

ね
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
啓
治
少
年
は
、
中
学
校
の
教
師
に
な
る

な
ら
ば
、
数
学
か
理
科
、
社
会
、
英
語
の
先
生
、

そ
し
て
、
可
能
性
は
低
い
が
、
も
し
か
し
た
ら

国
語
と
い
う
選せ

ん

択た
く

肢し

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
ず
う
っ
と
思
い
込
ん
で
お
り
、
正
直
、
意
外

な
感
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
篠
原
先
生
は
、
こ
の
質
問
に
、「
中
学
時
代

の
音
楽
科
の
Ｂ
先
生
の
存
在
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
Ｂ
先
生
が
中
学
生
対
象
の
作
曲
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
応お

う

募ぼ

を
勧す

す

め
て
く
だ
さ
り
、
先
生

の
懇こ

ん

切せ
つ

な
指
導
に
よ
っ
て
、
応
募
し
た
曲
が
何

と
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
で
す
。
そ
の
と
き

の
、
自
分
に
も
作
曲
が
で
き
る
の
だ
、
と
い
う

驚
き
と
喜
び
が
、
音
楽
科
の
教
師
を
志

こ
こ
ろ
ざ

す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。」
と
答
え
ま
し
た
。

　
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
今
で
も
毎
年
、
作
曲

し
た
曲
の
演
奏
発
表
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け
、
他

校
か
ら
依い

頼ら
い

さ
れ
た
校
歌
や
コ
ン
ク
ー
ル
曲
の

編へ
ん

曲き
ょ
くを

さ
れ
て
い
る
篠
原
先
生
の
凄す

ご

さ
と
、
人

の
一
生
に
決
定
的
な
影え

い

響き
ょ
うを
与
え
得う

る
教
師
と

い
う
職
の
重
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
す
。

　
今
年
、
10
年
目
に
な
る
「
広
報
た
て
し
な
」

の
本
シ
リ
ー
ズ
（「
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！
」）

の
掲け

い

載さ
い

目
的
及
び
編へ

ん

集し
ゅ
う

意い

図と

は
、
一い

っ

貫か
ん

し
て
、

先せ
ん

人じ
ん

の
知ち

恵え

と
教
育
相
談
員
の
「
失
敗
体
験
」

に
基も

と

づ
く
反
省
や
教
訓
を
お
伝
え
し
、
そ
の
提

言
を
多
少
な
り
と
も
子
育
て
（
養よ

う

育い
く

）、
教
育
、

そ
し
て
、
青
少
年
の
健け

ん

全ぜ
ん

育い
く

成せ
い

の
参さ

ん

考こ
う

に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
…
…
、
と
い
う
も
の
で
す
が
、

篠
原
先
生
の
よ
う
に
真し

ん

摯し

に
応こ

た

え
て
く
だ
さ
る

読
み
手
の
方
に
よ
っ
て
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
主し

ゅ

眼が
ん

と
す
る
啓け

い

発は
つ

的て
き

効こ
う

果か

（
？
）
の
何
倍
も
、
老
生

自
身
が
励は

げ

み
や
元
気
を
分
け
与
え
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
篠
原
先
生
か
ら
、「
司
馬
遼
太
郎
は
、
少
年

少
女
向
け
に
も
感か

ん

銘め
い

深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
を
…
…
。」
と
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
エ
ッ
セ
イ
「
二
十
一
世
紀
に

生
き
る
君
た
ち
へ
」
は
、
司
馬
遼
太
郎
が
初
め

て
子
ど
も
向
け
に
書
い
た
文
章
で
、
次
の
よ
う

な
、
二
十
一
世
紀
を
担に

な

う
子
ど
も
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
き
綴つ

づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
を

送
る
会
」
で
も
し
め
や
か
に
朗ろ

う

読ど
く

さ
れ
た
そ
う

で
す
の
で
、
司
馬
遼
太
郎
の
「
遺い

書し
ょ

」
で
あ
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

○�

歴
史
と
は
、
大
き
な
世
界
で
あ
る
。
か
つ
て

存
在
し
た
何な

ん

億お
く

と
い
う
人
生
が
、
そ
こ
に
詰つ

め
込
ま
れ
て
い
る
世
界
で
あ
る
。
私
に
は
、

こ
の
世
に
た
く
さ
ん
す
ば
ら
し
い
友
人
が
い

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

卒業生の「いつの日か」という未来に
〜司馬遼太郎と教え子に学ぶ〜
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君
た
ち
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　
日
本
の
行ゆ

く
末す

え

や
日
本
人
と
し
て
大
切
に
す

べ
き
も
の
、
生
き
る
た
め
の
拠よ

り
所ど

こ
ろを

求
め
て

い
る
人
々
に
と
っ
て
、
司
馬
遼
太
郎
は
、
そ
の

求
め
に
親
身
に
応こ

た

え
て
く
れ
る
偉い

大だ
い

な
先
人
の

一
人
で
し
ょ
う
。 

　
司
馬
遼
太
郎
没ぼ

つ

後ご

、
20
年
以
上
経た

ち
ま
す
が
、

「
司
馬
語
録
」
の
滋じ

養よ
う

は
不
変
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
日
本
の
戻も

ど

る
べ
き
原げ

ん

点て
ん

で
あ
り
続
け
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
司
馬
遼
太
郎
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
今
、
二
十
一
世
紀
を
生
き
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
受
け
取
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
同
時
に
、
子
ど
も
の
問
題
は
大
人
の
問
題

で
す
の
で
、
大
人
こ
そ
、
人
間
は
自
然
の
一
部

に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
自
然
に
対
す
る
す
な
お

な
態
度
を
取
り
も
ど
し
、
自
分
に
厳
し
く
、
相

手
に
は
や
さ
し
い
と
い
う
自
己
を
確
立
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
司
馬
遼
太
郎
の
エ
ッ
セ
イ
「
二
十
一
世
紀
に

生
き
る
君
た
ち
へ
」
に
ま
つ
わ
る
篠
原
先
生
の
、

次
の
よ
う
な
お
話
に
も
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
合
唱
は
、
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
と
こ
ろ
で
息
を

継つ

ぎ
、
同
じ
言
葉
、
同
じ
音
程
で
声
を
発
す
る

活
動
で
あ
り
、
大お

お

勢ぜ
い

の
仲
間
と
息
を
合
わ
せ
る

非
日
常
的
な
営い

と
なみ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

度
こ
そ
、
二
十
一
世
紀
へ
の
希き

望ぼ
う

で
あ
り
、

君
た
ち
へ
の
期き

待た
い

で
あ
る
。

○��

い
つ
の
時
代
も
そ
う
だ
が
、
君
た
ち
は
、
自

分
に
厳き

び

し
く
、
相
手
に
は
や
さ
し
い
自じ

己こ

を

確か
く

立り
つ

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
二
十
一
世
紀

は
科
学
と
技
術
が
も
っ
と
発
達
す
る
と
思
う

が
、
君
た
ち
の
し
っ
か
り
し
た
自じ

己こ

に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
を
支し

配は
い

し
て
ほ
し
い
。

○�

自
然
物
と
し
て
の
人
間
は
、
孤こ

立り
つ

し
て
生
き

ら
れ
る
よ
う
に
は
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
。
人

間
は
助
け
合
っ
て
生
き
て
お
り
、
助
け
合
う

と
い
う
こ
と
が
、
人
間
に
と
っ
て
、
大
き
な

道ど
う

徳と
く

に
な
っ
て
い
る
。
助
け
合
う
気
持
ち
や

行
動
の
も・
と・
の・
も・
と・
は
、
い
た
わ
り
の
感か

ん

情じ
ょ
うで
あ
る
。
い
た
わ
り
と
は
、
他
人
の
痛い

た

み

を
感
じ
る
や
さ
し
さ
で
あ
る
。
人
間
は
、
こ

の
よ
う
な
感
情
を
、
た
と
え
ば
、
友
達
が
転こ

ろ

ん
だ
と
き
、
あ
あ
痛
か
っ
た
だ
ろ
う
な
と
い

う
気
持
ち
を
自
分
の
中
で
つ
く
り
あ
げ
る
訓く

ん

練れ
ん

に
よ
っ
て
、
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
根ね

っ
こ
の
感
情
が
根
づ
い
て
い
け

ば
、
他た

民み
ん

族ぞ
く

へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
ち
が
わ

き
、
二
十
一
世
紀
は
人
類
が
仲
よ
し
で
暮く

ら

せ
る
時
代
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

○�

鎌
倉
時
代
の
武
士
た
ち
は
、「
た
の
も
し
さ
」

を
大
切
に
し
た
。
人
間
は
、
い
つ
の
時
代
で

も
た
の
も
し
い
人じ

ん

格か
く

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
君
た
ち
は
、
自
分
に
厳き

び

し
く
、
相
手

に
は
や
さ
し
い
自
己
を
確
立
し
、
助
け
合
っ

て
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
た
の
も
し
い

る
。
歴れ

き

史し

の
中
に
も
、
こ
の
世
で
は
求
め
が

た
い
ほ
ど
に
す
ば
ら
し
い
人
た
ち
が
い
て
、

私
の
日
常
を
励は

げ

ま
し
た
り
、
慰な

ぐ
さめ
た
り
し
て

く
れ
る
。
こ
の
楽
し
さ
は
、―
― 

も
し
君
た

ち
が
そ
う
望
む
な
ら 
―
― 

お
す
そ
分
け
し

て
あ
げ
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。

○�

私
が
持
っ
て
い
な
く
て
、
君
た
ち
だ
け
が

持
っ
て
い
る
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
未
来
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
私
の
人
生
は
、
す
で
に

持
ち
時
間
は
少
な
く
、
二
十
一
世
紀
と
い
う

も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
ち
が
い
な

い
。
君
た
ち
は
、
ち
が
う
。
二
十
一
世
紀
を

た
っ
ぷ
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
か
、

そ
の
輝か

が
やか
し
い
担に

な

い
手
で
も
あ
る

○�

私
に
は
二
十
一
世
紀
の
予よ

測そ
く

は
で
き
な
い
。

た
だ
、
歴
史
か
ら
学
ん
だ
人
間
の
基
本
的
な

こ
と
に
つ
い
て
は
言
え
る
。
昔
も
今
も
、
未

来
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ

は
、
空
気
と
水
、
土
な
ど
の
自
然
が
あ
り
、

人
間
や
動
植
物
、
微び

生せ
い

物ぶ
つ

が
自
然
に
依い

存ぞ
ん

し

つ
つ
生
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
の
中

の
人
々
は
、
自
然
を
お
そ
れ
、
自
然
の
力
を

あ
が
め
た
が
、
近
代
に
な
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
態た

い

度ど

が
少
し
ゆ
ら
い
だ
。
人
間
こ
そ
、
一

番
え
ら
い
存
在
だ
と
い
う
思
い
上
が
っ
た
考

え
が
頭
を
も
た
げ
た
の
だ
。
し
か
し
、
二
十

世
紀
の
人
間
は
、
科
学
の
事
実
と
し
て
、
人

間
と
は
自
然
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う

す
な
お
な
考
え
を
取
り
も
ど
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
自
然
に
対
す
る
す
な
お
な
態

合
唱
を
体
験
す
る
の
は
、
中
学
校
の
卒
業
式
が

最
後
に
な
る
生
徒
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、

卒
業
式
の
合
唱
は
、
卒
業
生
に
と
っ
て
一
生
の

思
い
出
に
な
る
よ
う
な
選
曲
を
し
た
い
。

　
立
科
中
学
校
の
平
成
28
年
度
卒
業
生
は
、
片

岡 

輝 

作
詞
、
鈴
木
憲
夫
作
曲
の
混
声
合
唱
組

曲
「
未
来
へ
の
決
意
」
よ
り
、
第
４
曲
「
決

意
」
を
選
曲
し
た
。「
未
来
へ
の
決
意
」
の
第

１
曲
か
ら
第
３
曲
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
「
二
十

一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
」
を
凝ぎ

ょ
う

縮し
ゅ
くし
た
曲

で
あ
り
、
第
４
曲
「
決
意
」
は
、
司
馬
遼
太
郎

の
思
い
を
伝
え
よ
う
と
い
う
詩
人
、
片
岡 

輝 

の
決
意
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
二
十

一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ
」
を
読
み
合
わ
せ
、

そ
の
一
語
一
語
を
心
に
刻き

ざ

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
込
め
て
歌
う
よ
う
に
呼
び
か
け
、
指
導
し

た
。
そ
し
て
、
卒
業
式
の
晴は

れ
舞ぶ

台た
い

で
、
卒
業

生
が
声
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
た
。

　
い
つ
の
日
か
、「
歴
史
を
愛
し 

自
然
を
敬う

や
まい 

他
人
に
や
さ
し
く 

自
分
に
厳
し
か
っ
た
あ
な

た
」
と
い
う
「
決
意
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
何な

に

気げ

な

く
口
ず
さ
ん
で
い
る
卒
業
生
を
思
う
…
…
。

　
司
馬
遼
太
郎
と
、
教
え
子
で
あ
る
立
科
中
学

校
の
篠
原
啓
治
先
生
か
ら
、
何
か
と
て
も
大
切

な
こ
と
を
学
び
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
老
生
は
、
卒
業
生
一
人
一
人
の
「
い
つ
の
日

か
」
と
い
う
未
来
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。 教育委員会

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　電話 88－8417　有線 4000

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　９月26日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児〜
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」による

新着図書
「万引き家族」

是枝　裕和（著）　宝島社（出版）
第71回カンヌ国際映画祭パルムドール（最高賞）受賞の映画「万
引き家族」。
万引き・年金不正受給・虐待…。家族は、「犯罪」でしかつながれな
かった…。映画では語り尽くせなかった「家族」の在り方を描く。
……………………………………………………………………………

「ふたつの夏」
谷川　俊太郎、佐野　洋子（著）小学館（出版）
詩人の谷川俊太郎さんと絵本作家の故・佐野洋子さんの唯一の合
作小説。23年前に刊行されたものの新装版。３つの物語を2人の視
点からリレー形式で綴られており、合作ならではの世界を味わう
ことができる。
……………………………………………………………………………
歌集「滑走路」
萩原　慎一郎（著）　角川文化振興財団（出版）

「非正規の友よ、負けるな　ぼくはただ書類の整理ばかりしてい
る」「僕は歌う。誰からも否定できない生き様を掲示するために。」
32歳、若き歌人が遺した至極の295首。
……………………………………………………………………………

「ええたま　いっちょう！」
くすのき　しげのり（作）吉田　尚令（絵）岩崎書店(出版）
泥だらけのボールを拾った男の子。先生に怒られてむしゃくしゃ
していたけれど、お父さんが教えてくれたことを思い出して、
ボールを交番に届けた。すると、おまわりさんは…。

●日　時　９月30日㈰
　　　　　午後１時30分　開演（午後１時　開場）

●会　場　交流文化会館浅科　穂の香ホール
●お問合せ先　教育委員会　御泉水太鼓保存会事務局
　　　　　　　電話 88－8416　有線 2311（内線252）

御泉水太鼓
30周年記念演奏会開催

入場無料
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櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

戒名や法名は、いつ頃までに墓誌に刻めばいいの？

「この日までに」という決まりはありません。ご家族・関係者で相談して決めてください。

一般的には、四十九日・百ヵ日・一周忌等の法要やお盆、お彼岸等にあわせて刻まれる
ことが多いです。

　今年も9月から10月にかけて、各分館において人権学習会が開催されます。
　人権は、年齢や性別、障害の有無、国籍、文化の違いなどを超えて、誰にでも認められる権利であり、私たちが幸
せに生きるためのものです。私たち一人ひとりが人権について学び、人権問題を自分の課題としてとらえ人権尊重の
意識や態度を身につけることで、人権が日常生活に「文化」として定着し、豊かで暮らしやすい社会が実現するので
はないでしょうか。
　今回の学習会では「いのちに寄り添う」と題した、ターミナルケアと人権をテーマとしたドキュメント映像作品を
視聴します。これまでの、人権啓発教材とは少し色合いが違いますが、高齢化率の高い当町では、ターミナルケア

（人生の終末期、残された時間をいかに充実させるかというケア）は真剣に考えなければならない問題の一つとも言
えるのではないでしょうか。
　もしも、あなたの身近な人が、重い病気になったとしたら？自分や身近な人たちの大切な命について考える、身近
な方と話し合えるきっかけとしていただけたら幸いです。
　すべての人が尊重し合いながら共生できる社会の確立していくために、この学習会を人権について考える機会とし
ていただければと願います。大勢の皆さん、最寄りの会場へお出かけください。

●時間・場所　午後７時30分～８時30分　各公民館または集会所
●内　　　容　人権問題啓発ビデオの視聴と意見交換　等

『みんなで学ぼう人権』分館人権学習会が開催されます

月　日 分館名 月　日 分館名 月　日 分館名
９月 ２日㈰ 赤　沢 ９月20日㈭ 五輪久保 10月 ６日㈯ 滝　神
９月 ５日㈬ 大深山 ９月21日㈮ 柳　沢 10月 ７日㈰ 大　城
９月 ７日㈮ 日　向 ９月22日㈯ 立　石 10月 ８日㈪ 藤　沢
９月 ８日㈯ 牛　鹿 ９月23日㈰ 虎御前 10月10日㈬ 古　町
９月12日㈬ 中　原 ９月25日㈫ 細　谷 10月13日㈯ 野　方
９月13日㈭ 蟹　原 ９月27日㈭ 石　川 10月17日㈬ 西塩沢
９月14日㈮ 外　倉 ９月28日㈮ 真　蒲 10月20日㈯ 平　林
９月15日㈯ 姥ヶ懐 ９月29日㈯ 和　子 10月23日㈫ 山　部
９月16日㈰ 蟹　窪 10月２日㈫ 日　中 10月24日㈬ 蓼　科
９月18日㈫ 町 10月３日㈬ 塩　沢 10月27日㈯ 中尾・美上下
９月19日㈬ 茂田井 10月５日㈮ 桐　原 10月28日㈰ 上　房

※日程は都合により変更される場合がありますのでご承知おきください。

分館人権学習会の日程

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）
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６
月
末
頃
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
に
入
り
ま
し
た
。
毎
日

収
穫
し
て
も
仕
切
れ
な
い
ほ
ど
実
を
つ
け
て
い
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
勢
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
作
物
は
人
間
の
都
合
に
合
わ
せ
て
待
っ

て
く
れ
な
い
事
を
痛
感
し
ま
し
た
。
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
も
始
ま
り
、

実
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
東
京
で
行
わ
れ
た
長
野
県
主
催
の
「
信
州
で
暮
ら
す
、

働
く
フ
ェ
ア
」
に
立
科
町
の
ブ
ー
ス
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
大
盛

況
で
大
勢
の
方
々
が
相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
移
住
し
た
い
と
い
う

方
々
と
お
話
し
し
て
い
る
と
、
立
科
町
は
人
気
が
あ
る
事
を
感
じ
ま
し
た
。
高
原
エ

リ
ア
の
自
然
が
あ
り
、
上
田
や
佐
久
に
も
行
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
移
住
希
望
者
に
は
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
方
々
も
少
な
く
な
く
、「
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
住
め
る
家
が
な
い
」
と
東
信
地
域
に
範
囲
を
広
げ
て
移
住
地
を
探
し
て

い
る
人
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
長
野
に
移
住
し
た
い
と
思
う
方
々
は
結
構
多
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
移
住
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
活
動
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

企画振興係地域おこし協力隊〝奔走中〟
●農業振興担当、

　熊谷進一です

企画振興係
　
江
戸
時
代
よ
り
旅
人
を
見
守
り
続
け
る
「
笠
取
峠
の
マ
ツ
並
木
」、
中
山
道
26
番
目
の
宿
で

あ
る
「
芦
田
宿
」、
昔
日
の
面
影
を
残
す
「
茂
田
井
間
の
宿
」
の
秋
を
、
目
で
、
耳
で
、
肌
で

感
じ
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
昼
食
は
、「
皇
女 

和
宮
」
が
芦
田
宿
本
陣
で
召
し
上
が
っ
た
と
さ
れ
る
献
立
を
も
と
に
、

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
特
製
和
宮
御
膳
」
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
写

真
撮
影
・
昼
食
準
備
等
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
日　
　
時　

10
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　
　

 

午
前
９
時
20
分
か
ら
午
後
３
時
20
分
ま
で

　
　
　
　
　
　

 （
集
合　
午
前
９
時
20
分　
立
科
町
役
場
前
）

●
コ 

ー 

ス

　

中
山
道
コ
ー
ス
：‌�

松
並
木
公
園
～
松
並
木
～
正
明
寺
～�
‌

芦
田
宿
～
茂
田
井
間
の
宿　

約
５
㎞

　

津
金
寺
コ
ー
ス
：‌�

芦
田
宿
～
松
並
木
公
園
～
松
並
木
～�

‌

津
金
寺
～
茂
田
井
間
の
宿　

約
６
㎞

●
参 

加 

費　

‌�‌�

大
人 

３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

子
供 

２
，
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
）

　
　
　
　
　
　
（
昼
食
、イ
ベ
ン
ト
保
険
、お
土
産
代 

含
む
）

●
募
集
人
数　
先
着
１
３
０
名

●
募
集
期
間　
９
月
28
日
㈮
ま
で

●
お
申
込
み
お
よ
び
お
問
合
せ
先

　
「
た
て
し
な
の
中
山
道
を
歩
く
」
実
行
委
員
会

　
（
立
科
町
役
場　

企
画
課
内
）

　

電
話 

８
８
─
８
４
０
３　

有
線 

２
３
１
１

ゆ
っ
く
り
歩
こ
う
中
山
道

第
10
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
た
て
し
な

参
加
者
募
集
中
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●お問合せ先　建設課 建設係　電話 88−8409　有線 2311

　町では長野県道路公社が管理する3有料道路について、通勤・通学・通院等により日常的に利用する町民の方を対
象に、時間帯割引回数券を販売しています。
●利用時間　午前６時～午前10時、午後４時～午後９時　左記の時間以外は利用できません。
●対象有料道路　①三才山トンネル　②新和田トンネル
　　　　　　　　③白馬長野（取り寄せとなります。事前に役場建設係へご連絡ください。）
●対 象 者　立科町民で普通車・軽自動車により、日常的に利用する方（法人を除く。）
●販売価格　‌�通常価格の５割引�  

（転売はできません。）

●販売単位　10枚１セットで１回の購入上限100枚（10セット）まで（ただし、お一人様500枚／年までとなります）
●販売窓口　役場会計室（開庁日のみ）
●持 ち 物　町民であることが確認できる身分証明書
　　　　　　①‌�１点でよいもの……個人番号カード・免許証等、官公署の発行した写真付きのもの
　　　　　　②‌�２点必要なもの……健康保険証・年金証書（年金手帳）・学生証等
●そ の 他　申込書を購入時に記入していただきます。
※平井寺トンネル有料道路については、８月25日より無料開放になります。

有料道路時間帯割引回数券販売について 建設係

道路名 車種 10枚セットの価格 備考

三才山トンネル 普 通 車 2,550円
軽自動車 2,050円

新和田トンネル 普 通 車 3,100円
軽自動車 2,550円

白馬長野 普 通 車 1,050円 取り寄せ軽自動車 750円

　町では移住を支援するために、再利活用でき
る「空き家」を募集しています。
　現在町外から「立科町に住みたい、住んでみ
たい」という希望者が大勢いますが、この皆様
方の希望に添えていないのが実態です。まだま
だ、利活用できる住宅が不足していますので

「売りたい・貸したい」希望の住宅がありました
ら、企画課までご連絡をお待ちしています。

空き家バンクに登録して、資産の有効活用しませんか！
再利用できる住宅募集中 企画振興係

申請 登録調査［町］ 再利活用決定［資産の運用開始］

提出していただく住宅情報

流　　れ

住宅所有者の住所、氏名、電話番号、空き家の所在地等

お問合せ先　企画課 企画振興係　電話 88－8403　有線 2311　FAX 56－2310
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TATESHINA INFORMATION

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

﹁
佐
久
・
小
諸
地
域

障
が
い
者
就
職
相
談
会
﹂
開
催

　
佐
久
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
障
が
い
者
の

就
職
活
動
支
援
と
、
佐
久
・
小
諸
地
域
の
事
業

所
の
障
が
い
者
雇
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
就
職
を
希
望
さ
れ
る
障
が
い
者
の
方

を
対
象
と
し
た
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
複
数
の
事
業
所
の
担
当
者
と
直
接

面
談
が
で
き
ま
す
。

　
就
職
希
望
の
方
の
参
加
は
自
由
で
、
予
約
等

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　
平
成
30
年
９
月
20
日
㈭

　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
（
受
付　
午
後
１
時
40
分
〜
）

場
所　
佐
久
一
萬
里
温
泉

　
　
　
ホ
テ
ル
ゴ
ー
ル
デ
ン
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

　
　
　
佐
久
市
中
込
３
１
５
０
─
１

　
　
　
電
話 

０
２
６
７
─
６
３
─
３
３
５
５

対
象
者　

�

佐
久
・
小
諸
地
域
で
就
職
を
希
望
さ

れ
る
障
が
い
者

参
加
事
業
所　
佐
久
・
小
諸
地
域
に
就
業
場
所

が
あ
り
、
障
が
い
者
の
求
人
申
し
込
み
を
し
て

い
る
企
業
20
社
程
度

申
込
み　
不
要

お
知
ら
せ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

持
ち
物

・�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
、（
雇
用
保
険
を
受

給
中
の
方
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
）

・
筆
記
用
具

お
問
合
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

電
話  

０
２
６
７
─
６
２
─
８
６
０
９

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

﹁
県
下
一
斉
司
法
書
士
無
料
法
律

相
談
﹂
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

　
司
法
書
士
会
で
は
、「
国
民
に
身
近
な
司
法

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
こ
の
法
の
日
を
中
心

に
、
県
下
の
市
町
村
に
お
い
て
「
無
料
法
律
相

談
所
」
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

日
時　
10
月
13
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
立
科
町
中
央
公
民
館　
視
聴
覚
室

　
　
　
※
予
約
は
不
要
で
す
。

相
談
内
容

・�

不
動
産
の
登
記
、
会
社
（
法
人
）
の
登
記
に

関
す
る
こ
と

・�

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
財
産
管
理
に
関
す

る
こ
と

・
相
続
に
関
す
る
こ
と

・�

不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の
取
引
に
関
す
る

こ
と

・�

裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作
成
に
関
す
る
こ

と
・
借
地
借
家
に
関
す
る
こ
と

・
借
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
に
関
す
る
こ
と

お
問
合
せ
先

長
野
県
司
法
書
士
会　
佐
久
支
部
（
中
澤
）

電
話 

０
２
６
７
─
５
６
─
１
５
６
２

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

﹁
不
動
産
評
価
等
の
無
料
相
談
会
﹂

開
催

　
不
動
産
評
価
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
不

動
産
鑑
定
士
が
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　
（
具
体
的
に
は
、
売
買
、
交
換
、
相
続
、
借

地
、
担
保
、
賃
貸
借
等
に
係
る
不
動
産
評
価
）

日
時
・
会
場

・
10
月
１
日
㈪　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
上
田
商
工
会
議
所

・
10
月
３
日
㈬　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
野
沢
会
館
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　
※
そ
の
他
の
会
場
も
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
先

（
一
社
）
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

電
話 

０
２
６
─
２
２
５
─
５
２
２
８

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

マ
イ
Ａ
Ｃ
Ｅ
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
県
民
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
「
信
州
Ａ
Ｃ

Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
実
践
し

て
い
る
健
康
へ
の
取
り
組
み
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
も

し
く
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
投
稿
し
て
い
た
だ

く
「
マ
イ
Ａ
Ｃ
Ｅ
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
中
で
す
。

　
入
賞
さ
れ
た
方
に
は
ク
オ
カ
ー
ド
な
ど
の
賞

品
も
あ
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

信
州
未
来
ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト

０︵
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
︶

　
県
で
は
、
多
様
な
産
業
分
野
で
活
躍
で
き
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
自
作
の
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
募
り
、
す
ぐ
れ
た
作
品
を
表

彰
す
る
「
信
州
未
来
ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
０
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
募
集
作
品
の
テ
ー
マ
は
、「『
あ
っ
』
と
言
わ

せ
る
ア
プ
リ
」。
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
締
切
は
11
月
２
日
㈮
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
信
州
未
来
ア
プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト

０
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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年中組
色水遊びをしています。お散
歩でとった花を水につけると、
きれいな色水になりました。

「絵の具でもやってみよう！」
と混ぜ合わせると、色が変
わって、「わぁ～おもしろい」
と大発見！！

年長組　�毎年恒例の年長児自然観察に行きました。ゴンドラに乗って蓼科牧場上へ行き、お弁当を食べました。
御泉水自然園では、きれいで冷たい水にみんなはしゃいで遊ぶことができました。

年少組
のりやハサミを使って、初め
ての製作♪七夕飾りきれいで
しょ？3
みんなのお願いお空に届いた
かな☆彡

あひる組
毎日のプールあそびを楽しみに、着替えも自
分で頑張っています。後半は大きいプールに
も挑戦してみます！

ひよこ２組
みんなで水遊び♡じょうろ
で「じゃー♪」冷たくて、
楽しいね♪

ひよこ１組
暑い日の水遊び。おもちゃ
を手に取り「ぴちゃぴちゃ」
と、楽しく遊んで気持ちが
良いね♪

たてしな保育園の
子どもたち
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女神湖感謝祭開催

第３回 女神湖カヌー駅伝大会開催

　今年の女神湖感謝祭は女神湖歩け歩け大会と同日に開催します。

◆ 期　日　10月14日㈰　午前10時～（予定）
◆ 場　所　‌�蓼科牧場ゴンドラの乗り場前� …

お祭り広場（予定）
◆ 主催・お問合せ先　‌�信州たてしな観光協会（電話 55－6654）

初心者から楽しめるカヌー駅伝大会を開催します。
まだまだ参加チームを募集中ですので、ご家族、グループでの
ご参加をお待ちしております。

◆ 期　日　９月30日㈰　午前10時～（予定）
◆ 場　所　‌�女神湖
◆ 主　催　女神湖カヌー駅伝大会実行委員会
◆ お問合せ先　‌�女神湖センター（電話 55－6210）
※�９月は立科町民カヌー教室が開催されます。
　無料ですので是非ご参加ください。

白樺高原
便り

白樺高原総合観光センター
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立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

北

全

古

「女

信越国民体育大会
長野県代表選手へ

国高等学校総合体育大会出場へ

町分団・藤沢分団
消防小型動力ポンプ更新

—消防力強化に向けて—

神のそらテラス1830」オープン

　蓼科高校１年の寺島大治君が、昨年に引き続き、今
年度も北信越国民体育大会ボウリング競技少年男子の
部長野県代表に選出されました。
　７月20日～22日に新潟県で開催した第39回北信越
国体への出場に先立ち、7月17日に町を訪問し、大会へ
向けた力強い抱負を述べ、山浦副町長、宮坂教育長が
激励のあいさつをしました。

　宇山の松岡桃香さん（丸子修学館高校３年生）が、
平成30年度全国高等学校総合体育大会柔道女子の部に
出場しました。松岡さんは高校１年、２年、３年と県
大会で優勝し、３年連続高校総体の出場となりました。
　８月８日～12日に三重県で開催された大会への出場
に先立ち、８月６日に町を訪問し、大会へ向けた力強
い抱負を述べ、町長が激励のあいさつをしました。

　古町分団（中尾美上下地区）並びに藤沢分団の小
型動力ポンプを更新しました。
　今後も、さらに迅速な消防活動ができるよう訓練
を積んでいく
とともに、予
防消防・啓発
活動を通じ地
域の安全・安
心に努めてい
きます。

　蓼科牧場ゴンドラリフト山頂駅隣りにテラスがオー
プンしました。
　７月10日㈫に名称選考委員会が開かれ名称は「女神
のそらテラス1830」に決まりました。女神湖を眼下
に見下ろせ、大自然を満喫し、時間をゆっくり過ごす
ことができます。入場料は無料でどなたでも利用する
ことができます。
　皆様のお越しを心よりお待ちしています。
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９月町民カレンダー
●固定資産税（第3期）
●国民健康保険税（第4期）
●介護保険料：普通徴収（第6期）
●後期高齢者医療保険料（第3期）
●上下水道料金	

９月の納税

電 話 有 線

白樺高原総合観光センター 0267−55−6201

中央公民館（事務室） 0267−88−8417 4000

たてしな保育園 0267−56−0022 2100

こども未来館（児童館）0267−56−0248 8888

老人福祉センター 0267−56−1825 4091

立科温泉　権現の湯 0267−56−0606 4126

連絡先

町のデータ７月 ７月１日〜７月31日の状況

立科町役場  電話  0267−56−2311（代表）  有線 2311
　　　　　  FAX  0267−56−2310

人口 7,198（−14） 出生 3
男 3,574（−  7） 死亡 9
女 3,624（−  7） 転入 8

世帯数 2,824（−  5） 転出 16

救急 出動件数 年間累計

交通事故 3 16
その他 37 258
合計 40 274

火災 発生件数 年間累計

建物火災 0 1
その他 0 5
合計 0 6

人 口 ８月１日現在（７月31日届出まで）	 （　  ）内は前月比

各種相談日
●結婚情報センター相談会
９月８日㈯
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
� 立科町社会福祉協議会
電話 56－1825

●無料法律相談
９月21日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター
相談員：土屋文男弁護士
　　　　関紀子心配ごと相談員
� 立科町社会福祉協議会
電話 56－1825

緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

2 日 栁澤医院 立科町 0267−56−1045
関医院 小諸市 0267−22−2205
桜井クリニック 小諸市 0267−26−1188
田嶋クリニック 佐久市臼田 0267−81−5151
コスモス歯科 御代田町 0267−31−2284

9 日 甘利医院わだ 小諸市 0267−26−5500
佐久心臓血圧クリニック 佐久市岩村田 0267−67−0022
松井歯科医院 佐久市望月 0267−53−8241

16 日 武重医院 小諸市 0267−22−0171
小岩井整形外科 小諸市 0267−26−6788
こすも内科クリニック 佐久市平賀 0267−88−7211
田中歯科医院 佐久市望月 0267−53−4682

17 月 市川医院 小諸市 0267−25−1200
花岡レディースクリニック 小諸市 0267−23−4103
金澤病院 佐久市岩村田 0267−67−2048
岡田歯科医院 小諸市 0267−25−4182

23 日 髙橋内科医院 小諸市 0267−23−8110
栁橋脳神経外科 小諸市 0267−23−6131
小林内科クリニック 佐久市佐久平駅北 0267−66−0500
土屋歯科医院 軽井沢町 0267−45−4512

24 月 矢島医院 小諸市 0267−22−8148
鳥山クリニック 小諸市 0267−26−0308
佐久長土呂クリニック 佐久市長土呂 0267−68−7899
小林歯科医院 小諸市 0267−25−3708

30 日 岩下医院 立科町 0267−56−3908
小諸南城クリニック 小諸市 0267−26−5222
うすだ医院 小諸市 0267−22−0483
荻原医院 佐久市岩村田 0267−67−2051
土屋歯科クリニック 佐久市望月 0267−54−2317

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

行　事　予　定 保　　　　　健
2 日 防災訓練統一日

5 水 乳児健診　4・5か月：H30.3月～4月生
　　　　　10・11か月：H29.9月～10月生

7 金 権現の湯マレットゴルフ大会
9 日 町民大運動会2018
10 月 特定健診結果相談会（〜14日）
12 水 赤ちゃん相談室　（2か月の会H30.6月生）
13 木 乳房超音波検診・骨密度測定
15 土 立科小学校運動会

17 月
立科町敬老の日式典
第39回立科町長旗杯争奪
スポーツ少年団軟式野球大会

18 火 特定健診結果相談会

21 金
秋の交通安全運動（～30日）
立科町戦没者追悼式
立科中学校蓼秋祭（～22日）

22 土 立科中学校60周年記念式典

29 土 たてしな保育園運動会
（予備日30日、10月1日）

気　象 今　年 平年値

気 

温

平　　均 24.5℃ 21.8℃
最高極日 35.0℃／15日 35.0℃／H25
最低極日 16.9℃／  7日 9.6℃／S57

降　水　量 174.0mm 146.1mm
降水量（1〜7月） 606.0mm 584.9mm
日 照 時 間 253.3時間 171.7時間

24広報たてしな  2018年９月


